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評価・育成システム改革ワーキンググループ (第 3回 )

と き 平成 24年 4月 27日 (金) 午後 3時 30分～

ところ 府庁別館 5階 委員会議室

(次第 )

1 支援学校における授業評価のあり方

2 授業評価の教員評価への反映方法について

3/意見交換

4 次回の開催 日程等について

(予定)5月 11日 (金)午 後 3時 30分より

新別館南館 7階 研修室 6



配布資料

【資料 1】  支援学校の授業評価の手法 (案 )

・≪参考資料二1:生徒による授業アンケート≫

、,    平成 23年度 授業評価に関するアンケー ト (前期・後記)

・≪参考資料=2:｀ 学校協議会委員による授業見学アンケー ト≫

平成 23年度 授業見学及び学校見学アンケー ト

【資料 2】  授業評価を含む教員評価について (案 )

【参考資料】授業評価資料
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⌒

業説囀 1濠(案, 評価・育成 システム改革 ワーキ ング会議 {H24.4.27)

◇支援学校の現状

①学校内で幼児児童生徒の年齢幅、発達段階、障がい種別が異なる

<例 >視覚支援学校 :幼稚部か ら高等部専攻科

<例 >羽 曳野支援学校母子保健総合医療セ ンター分教室 :iCUの 児童生徒

近大堺病院分教室 :心 身症等の児童生徒

<例 >堺支援学校小学部、中学部、高等部普通課程 :重複生徒が多く在籍

高等部生活課程 :障がいの状況が軽度の生徒 も在籍

②支援学校間で障がい種別が異なる

視覚障が い (1)、 聴覚障がい (3)、 知的障がい (11+5)、 肢体不 自由 (8,)、 病弱 (2)

③校長、准校長の管琴スバ ンが大きい

<例 >佐野支援学校と佐野支援学校砂川校あわせて 200人 近い教職員について校長、

准校長の 2人で評価

◇授業評価 における支援学校の課題 とその対応策

①幼稚部、小学部の幼児児童による授業評価⇒幼児児童による評価が困難な場合は保護

者 による評価を基本 とする

②重度・重複児童生徒による授業評価⇒保護者による評価を基本 とする

③施設入所児童生徒の保護者による授業評価⇒可能な限 り施設長等の協力を得る

④同 じ学習グループに所属 していて も、幼児児童生徒=人 ひとりについては個別の目標

設定がな されている中での授業評価⇒授業参観を活用 した保護者 による評価の実施

⑤支援学校で多いティーム・テ ィーチ ング (TT)に おけるメインの担当者とサプの担

当者の授業評価⇒同僚による評価の実施

◇支援学校の授業評価の手法 について (一 定の枠を示 しつつ校長・准校長の裁量を認める)

<児童・生徒評価>
①小 。中学校、高等学校の授業評価 と同 じものを実施

②児童生徒の実態に応 じて、下学年対応で実施

③児童生徒の実態 に合わせた類型層Jの 授業評価を作成・実施

④児童生徒の実態によ り、児童・生徒評価は実施せず、保護
｀
者・同僚評価を実施。

【検言寸例】

・視覚支援学校、聴覚支援学校、病弱支援学校 :重複児童生徒を除き、小・中学校、

高等学校と同様にする (① )

・たまがわ高等支援学校等 :高等学校の生徒による授業評価の活用t生徒の状況によっ

て下の学年の評価を活用して対応することも可 (①又は② )

・知的障がい支援学校職業コース :生徒の実態に合わせて小・中学校、高等学校の

授業評価を活用して対応 (②又は① )

。その他の支援学校 (コ ース):支援学校として生徒による授業評価の共通の項目を

うくる (③、①②を含む)(但 し、児童生徒の実態により、児童・生徒評価は実施

せず、r保 護者・同僚評価を実施。④)          ´

<保護者評価>
・保護者の授業評価は、授業参観時に加え、個別の教育支援計画・個別の指導計画作成時の

家庭訪間や個人懇談を活用して実施。

<同僚評価>
・公開授業等での同僚からの評価 (首 席や指導教諭等の活用)を 実施。支援学校では教員数

が多いのでデータとしての有効性が高く、同僚評価の比重引上げについて検討要。

①



参考資料-1

平成23年度 授業充実に関するアンケート(前期・後期 ) 【オ茉≡t l】

教科“科目〔 〕   本科・専攻科 ____年 名前

このアンケートは、普段の授業について記入してもらい、これをもとによりよい授業づくりに役立てるものです。

アンケートの結果は、生徒のみなさんの成績に影響を与えるものではありませんので、率直に回答してください。

なお、わからない質問については回答しなくてもかまいません。

☆下の質問をよく読んで、右の回答欄のA、 B、 C、 Dのいずれか1つを選んで、Oで囲んでください。

(A:あてはまる B:だいたいあてはまる   C:あまりあてはまらない   D:まつたくあてはまらない )

質 問 回 答 欄

授
業
に
対
す
る
自
分
自
身
の
取
組
み

授
業

に

つ
い
て

1 いつも教科書やノートを始業前に準備している。 A B C D

・
２ 毎回の授業に集中できている。 A B C D

3 授業の開始時間を守ることができる: A B C D

4 宿題や課題の提出期限を守ることができる。 A B C D.

5 授業の予習・復習に取り組んでいる。 A B C D

6 A B C D

7 A B C D

8 A B C D

授業や実習のスピードは、自分に合つていますかb A B C D

2 授業や実習の内容はわかりやすいですか。 A  B  C D

3 先生は、質問にていねいに答えてくれますか。 A B C D

4
先生は手話や他の方法(ゆつくり話す、黒板に書くなど)で、ていねいに伝えてく

れますか。         '
A B C D

5
黒板の書き方や配布プリント、プレゼン資料は工夫されていますか(見やすい、

わかりやすいなど)。
′ A B C D

6 A B C D

7 A B C D

8 A B_C D

自
由
記
述
欄

授業全体をとおしてt意見や要望があれば自由に書いてください。

①



参考資料-2

平成23年度 第2回学校協議会

学校協議会委員 授業見学及び学校見学アンケート

1.初任者授業について

①学習内容は個々の生徒の発達レベルに合った課題と思われますか? ‐

・はい   ・いいえ   ・どちらともいえない   。わからない

②児童、生徒は学習活動に生き生きと取り組めていましたか ?

・はい.  0い いえ   ・どちらともいえない   。わからない

③教員の指導は児童生徒にとって分かりやすいと思いましたか ?

・はい   。いいえ   。どちらともいえない   ・わからない

④教員は児童生徒が理解しやすいように工夫していると感じられましたか ?

・はい   。いいえ   。どちらともいえない   。わからない

 ` ・
⑤課題や教材の提示の仕方は児童生徒にとづて分かりやすいものでしたか ?

・はい   。いいえ   ・どちらともいえない   。わからない

⑥初任の先生に大切な要素についてどのように思われますか ?

(   )内に順位をお付けください。

・障がいに対する知識理解          (   )
・支援教育に対する専門性          (   )    ,
I児童生徒への熱意と愛情          (   )
・保護者と連携する能力、態度        (   )
・支援教育に対する探求心、研究心      (   )

⌒       。支援教育の授業をおこなうスキル      (. )
。他の教員との協調性            (' )
。その他 (            )   (   )

⑥その他 (ご質問、ご感想等がありましたらご記入ください)

裏面の校内全体を見学されたアンケー トもよろしくお願いいたします。

①



2.校内見学について

①児童生徒、及び教員の様子について

・児童生徒は生き生きと活動していると思われますか?(見られた他の授業全般)

。はい 。 いいジ11 ・ どちらともいえない 。わからない ‐

・児童生徒は楽しく学校生活を送っていると思われますか?(授業以外の様子)

・はい 。
 い い え

・どちらともいえない 。わからない

・
｀
児童生徒の安全に学校生活をおくれていると思われますか?

・はい ・いいえ   ・どちらともいえない 。わからない

・教員は児童生徒の人権に配慮した接し方を心がけていると思われますか?

0はい 。 いいジこ :どちらともいえない ・わからない

・教員は児童生徒の目線にたった指導、支援、介助に心掛けていると思われますか ?

・はい ′ ・いいえ . `どちらともいえない ・わからない

②環境について
。教室内は学習活動に適した環境と思われますか?

・はい   ・いいえ ・どちらともいえない 。わか らない

・ (い いえ)とお答えの方は下記にどの点にそ う感 じられたのか ご記入 ください。

0廊下、階段等に危険個所はありませんで したか ?

・はい  。いいえ ・わからない ・ どちらかといえば危険個所があった

・危険個所にお気づぎの方は下記にご記入ください。

学校全体を通してお気づきの点がありましたらご記入ください。

以上、本日はご多用のところありがとうございました。

①
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(別紙 )

■授業評価規準表 (抜粋)(高等学校課作成)の授業評価での活用

1 授業観察に活用する項目

評価軸 番 評価項 目 チェック

生徒

理解

1

授業の難易度や進度は、生徒の状況に合わせたものになっ

ている。 .

2
机間巡視をするなど、

う としている。

生徒の理解度や学習意欲を把握しよ

'授業

計画

3
毎回授業のはじめに、授業の目標やねらいを明確にしてい

る。 '

4
評価方洒を示すとともに、生徒の様々な面を適切に評価し

ているざ

教材

活用

5
教科書のほか理解に役立つプリントや補助教材を効果的
に活用 している。

・

6
使用する教材について深 <理解 してお り、生徒の質問にも

的確 に答える。

授業
‐

展開

7
大きな声で分かりやすいことばを使って、説明したり質問

したりする。

8
板書は、字も大きくていねいで、内容も整理されており分

かりやすい。

授業

分析

9
生徒 に分かる授業をしようという、熱意や意欲をもってい

る。

10
生徒の意見や要望を取り入れるなど、常によりよい授業を

行うことに努めている。

2 生徒等による授業評価に活用する項目

総合

評価

授業を受けて、科目に対する興味・関心が一層深まった。
り
こ 授業を受けて、知識や技能の習得を実感している。
つ
Ｊ 「魅力的な授業」「わかる授業」であると感じている。

①


